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１．地域の概要 

 群馬県伊勢崎市は群馬県の南東部、関東平野の北西に位置し、市の北部に一部丘陵地がある

ほか、全域がほぼ平坦地であり、南部には利根川が流れている。 

 火山灰地を含む土地が多く、水はけが良いことから桑の成長に適していたため、古くから養

蚕が盛んであり、江戸時代には太織の産地として知られていた。明治以降には「伊勢崎銘仙」

が全国的に有名になり、織物のまちとして発展してきた。 

現在でも市内では製造業が盛んで、商工業の町として発展しているほか、近郊農業による野

菜の生産が多く、令和４年度の農業産出額は約 150 億円に上っている。 

平成 17年には、周辺の赤堀町、東村、境町の３町村と合併し、総面積 139.44 ㎢、人口約 20

万人で、県内４番目の人口規模となった。 

 気象条件は平均気温約 15 度、年間降水量約 1,200 ミリメートルで、県内では比較的温暖で

あり、雨の日が少なく日照時間が長い。また、冬季は赤城山から吹き下ろす「からっ風（赤城

おろし）」と呼ばれる乾燥した冷たい強風が吹くことが特徴である。 

           
 
 

 

２．地域農業の概要 

  伊勢崎市は、標高 40m から 160m の緩やかな傾斜が続く平坦地に耕作地が分布し、耕地面

積は 4,240ha で、うち水田が 1,660ha、畑が 2,590ha である（令和４年度農林水産統計）。水

田は米麦二毛作が主体で、県内有数の小麦産地であり、集落営農法人と認定農業者が主要な

担い手となっている。令和４年産の小麦作付け面積は 1,190ha で、県内第２位の作付けとな

っている。 

園芸作物ではナス、キュウリ、トマト、ネギ、ニラ等の多品目な野菜を生産する産地であ

り、令和４年度農業産出額の 67.8％が野菜である。また、畜産も盛んで農業産出額の 23.8％

を占めている。 

当地域は、整備された交通網を活かし、首都圏に安定的に農産物を供給する産地として重

要な役割を担っている。 

 しかし、近年は担い手の減少、農業従事者の高齢化などにより地域農業の生産環境の弱体化

が懸念されている。このような現状を踏まえ、担い手育成では、新規参入者を含む新規就農者

の確保・育成が求められている。 

写真-１ 法人周辺の様子 

（正面：赤城山） 
図-１ 伊勢崎市の位置  
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また、水田農業を担う集落営農組織については、管内にある 26の農事組合法人の生産性と

経営基盤の強化を図るため、需要動向に応じた米麦生産と新規需要米や野菜との複合化、担

い手の確保・育成を目指している。 

 

３．農事組合法人 稲荷の概要 

農事組合法人稲荷は、伊勢崎市の西部、宮郷地区に位置し、米麦二毛作地帯である本地域

の主要な担い手として活躍している。 

昭和 47 年に周辺の基盤整備が完了したことを契機に、昭和 52 年に前身となる稲荷町水田

作機械化組合が結成された。昭和 52 年度の高度農業生産モデル地域整備実験事業により農

機具格納庫、昭和 57 年、59 年度の新地域農業生産総合振興対策事業により稲荷町水田機械

化組合ライスセンターが建設された。 

また、平成 17年度の農業生産担い手育成対策事業により一部乾燥機の機能強化を行い、そ

れらを核として規模拡大と集約を進め、地域の水田農業を牽引してきた。 

その後、品目横断的経営安定対策に対応するため、平成 18年に稲荷営農組合（特定農業団

体）が発足。平成 21年に農事組合法人化し、中澤沢中代表理事の下、現在、構成員５名（内、

メインオペレーター３名）で麦 31.58ha、水稲 19.56ha を作付けしている。 

機械化組合時代は同等の面積に数十名の耕作者がいたが、現在は、法人構成員の５名に集

約されている。 

米麦二毛作の他、周辺に肉用牛農家、酪農家が多いこともあり、稲ワラ、麦ワラと牛フン

堆肥の交換を行うなど、耕畜連携の推進にも積極的に取り組んでいる。 

また、構成員の世代交代により若返りを図ると共に、若手農業者の研修も受け入れるなど、

次世代の人材育成も行っている。 

その他、農地の面的集積によるスケールメリットを活かし、作業の効率化・省力化を図っ

ている。 

 

          
 
 写真-２ 法人ライスセンター等外観  写真-３ 施設内部  
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４．技術上の特色 

（１）土作り 

     法人稲荷では、土作りを意識して栽培を行っている。有機物施用として、ほぼ全てのほ

場で稲ワラ、麦ワラのすき込みを行っており、一部のほ場はローテーションで稲ワラ、麦

ワラと交換した牛フン堆肥の散布を行うなど、ほ場の地力向上を図っている。 

また、顆粒苦土生石灰等の土壌改良材についても積極的に投入を行い、麦栽培に適した

土壌条件になるよう心がけている。 

（２）湿害対策の実施 

湿田が多いため、砕土・整地を丁寧に行うことを心がけており、排水性の悪いほ場につ

いてはサブソイラーによる心土破砕を行っている。また、土壌水分が高い状態で無理に播

種をしないよう、細心の注意を払っており、降雨後などは特にほ場の状態をよく確認して

作業を行っている。 

（３）効率的な施肥の実施 

施肥については、播種同時施肥を行うことで、肥料散布を均一に実施し、効率的な栽培

と肥料費の削減につなげている。 

追肥については、生育状況を確認しながら実施しており、少量の硫安を均一に播く事と、

茎立期の麦を痛めないよう背負式動力散布機（ミスト噴頭）による人力で作業を行ってい

る。 

 （４）効果的な麦踏みの実施 

  生育状況に応じて麦踏みを実施することで、その年の気象条件に対応した麦栽培を実現

している。使用する鎮圧ローラーは一般的なものより踏圧効果の高い K型ローラーを用い、

麦踏み回数を減らすことにつなげている。 

図-２ 法人構成図  
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５．収量の向上、品質改善 

当法人の麦類作付け面積は、小麦｢さとのそら｣が 22.34ha と大部分を占め、その他、二条

大麦｢サチホゴールデン｣が 9.24ha となっている。｢さとのそら｣は群馬県が育成した品種で、

平成 2１年から県内で作付けを開始している。当時主力であった｢農林 61 号｣に置き換わり、

現在では県内で 3,820ha（令和４年度）作付けされる小麦主力品種となっている。 

当法人の令和５年産の 10ａ当たりの小麦の収量は 492kg（｢さとのそら｣）と群馬県小麦平

均収量 420kg（令和５年産作物統計による）を大きく上回る水準（117％）を達成している。

また、佐波伊勢崎集落営農法人連絡協議会（伊勢崎市・玉村町 26法人で構成）で開催される

麦作共励会では、２年連続上位５位以内と安定して多収となっている（令和４年度：３位、

令和５年度：２位）。 

品質面においても、令和５年産は、冬期間の長期の乾燥、成熟期の高温、収穫期の降雨な

ど悪条件であったが、小麦の１等比率 100％（群馬県平均 88.3％（令和５年産麦農産物検査

結果））と高水準を達成している。 

高品質安定栽培の取り組みとして、先述の技術上の特色の他、種子更新率 100％、適期の

雑草防除、赤かび病防除の徹底等を図っている。 

収穫については、コンバインの複数台体制による適期収穫を実施し、作付面積の多い｢さと

のそら｣の収量および品質の高位安定化に努めている。 

  
  

年度 法人平均収量 県小麦平均収量 対比 
R4 527 422 125％ 
R5 492 420 117％ 

 
 

タンパク質

含量 
灰分 容積重 ＦＮ ラ ン ク

区分 
9.50% 1.48% 829g/ℓ 368 Ａ 

   ※穀物検定協会による分析結果 
 

 

写真-５ K型ローラー  写真-４ 播種作業  

表-１ ｢さとのそら｣平均収量 （単位：kg/10a） 

表-２ 法人稲荷 令和５年産｢さとのそら｣成分分析結果 
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６．労働時間の軽減 

機械の大型化および作付けほ場を麦種毎に集約化し、作業の効率化を図っている。自前のラ

イスセンターで乾燥・調製を行っているため、一部作業では時間を要しているが、全体的な労

働時間は抑えられており、10ａ当たりの労働時間は約 3.75 時間（群馬県平均 4.0 時間）を実

現している。 

 
 

 
 
７．流通の改善、合理化 

当法人では、流通の改善・合理化を図るため、乾 
燥・調製については、栽培面積の多い｢さとのそら｣ 
は法人が所有するライスセンターへ搬入を行い、 
｢サチホゴールデン｣は所属する伊勢崎市農業協同組 
合のカントリーエレベーターへ搬入を行っている。 
自前のライスセンターを使用することで、搬入時間 
の大幅な短縮と、乾燥・調製料のコスト削減につな 
がっている。 
また麦種毎に搬入先を使い分けることにより、機 
械掃除に要する時間を短縮して、作業の効率化を図 
っている。 
ライスセンターで乾燥・調製した麦についても、推奨フレコンにて全量を佐波伊勢崎農業

種 子 の 準 備 11.24 ～ 11.25 10 ベンレートＴコート

心 土 破 砕 サブソイラ 11.2 ～ 11.3 （15） （15） 一部ほ場のみ

耕 起 ﾛｰﾀﾘｰ 11.4 ～ 11.20 20 20

石灰、肥料散布 ロータリーシーダー 11.25 ～ 12.8 25 - 播種同時

播 種 ロータリーシーダー 11.25 ～ 12.8 25 30

覆 土 ロータリーシーダー 11.25 ～ 12.8 25 - 播種同時

除 草 剤 散 布 ハイクリブーム 11.28 ～ 12.1 10 10 土壌処理剤散布

ハイクリブーム 3.20 ～ 3.23 10 10 茎葉処理剤散布

麦 踏 み K型ローラー 1.18 ～ 3.14 20 20 各ほ場２回実施

追 肥 背負動力散布機 3.9 ～ 3.15 15 15 ミスト噴頭

赤 カ ビ 防 除 ハイクリブーム 4.11 ～ 4.30 10 10 トップジンM水和剤

刈 取 、 脱 穀 自脱型コンバイン 5.18 ～ 6.8 40 50

運 搬 ダンプ２ｔ 5.18 ～ 6.8 10 10

乾 燥 乾燥機 40 40

調 製 、 包 装
ライスセンター・

カントリーエレベーター

残 稈 処 理

225分

3.75時間

（４時間）

合 計

作 業 名 機 械 名 稼 働 日
機械使用
時間（分）

労働時間
（分）

備 考

写真-６ JA カントリーエレベーター  

表-３ 10 アール当たりの機械使用時間及び労働時間 
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協同組合へ出荷している。 
  

 

 

 総 金 額 10a 当たり概算 

粗 収 益（A） 36,930,041 円  116,912 円  

経 営 費（B） 12,609,610 円  39,919 円  

所 得（A-B） 24,320,431 円  76,993 円 

（所得率 65.9％） 

 

８．今後の麦作への取組 

作付けの構成については、小麦｢さとのそら｣を中心に、二条大麦｢サチホゴールデン｣を組

み合わせることで収穫作業、水稲の田植えの労力分散を図っていく。 
当法人は、農地の面的集積、大型機械一貫作業による効率的米麦二毛作体系の確立を目指

し、現在の規模まで発展してきた。今後も同様に米麦二毛作での水田高度利用を目指してい

く。 
また、現在は、構成員以外にも農作業および農業機械の操作について研修を行っており、

積極的な若手農業者育成にも取り組んでいる。周辺の法人が高齢化、再編等の課題を抱える

中、次世代への継承を確実に行うための土台作りを行っていく。 
 
９．その他特記事項 

（１）農機具の適切な保守による耐用年数の延長 

農機具の耐用年数延長は、最もコスト削減につながる取り組みである。当法人では、ロ

ータリー等をそのまま水に沈めて洗える洗浄プールを設置しており、速やか、かつ適切に

洗浄・保守点検を行うことで、作業機の長寿命化を図っている。 

 
 
 

 
（２）作業・収量のデータ化 

一日の作業前にはミーティングを行っている。作業結果はその日のうちに記録整理をし、

表-４ 麦の収益状況 

写真-７ 洗浄プール 

（水深が50cm 以上あり、そのまま作業機が洗える） 
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作業計画の検討に反映している。 
また、表計算ソフトで作成した自作の計算式を用い、荷受け重量からほ場毎の収量を予測、

管理することが出来ている。収穫後すぐに収支予測を行うことで、経営状況の把握につなが

っている。 
（３）地区法人との交流 
   同じ宮郷地区内にある３法人（法人宮子稲荷、 
法人上ノ宮、法人田中島）との合同研修会を開 
催するなど、他法人との交流も積極的に行って 
いる。当地域でも農業従事者の減少が課題とな 
っており、他法人も含め、課題解決につながる 
検討を行っていきたいと考えている。 

 
 
 
 
  
 

 
執筆者：群馬県中部農業事務所伊勢崎地区農業指導センター 森 洋輔 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-３ 周辺の農事組合法人 
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